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編集後記愛知大学東亜同文書院大学記念センターの「記念報」第十五号をお開けします。本号では、本間学長の御令嬢である殿岡民子様に、父上の本間学長と愛知大学を語っていただいた講演録を、まず掲載させていただいきました。殿問歳子様は、本間学長が東亜同文書院の最後の院長時代から、戦後すぐ愛知大学を設立され、愛知大学の学長にも就任されていた時代に事実上の秘書役を務められ、また父上である本間学長の愛情も一杯に受けながら育たれたため、本間学長を学長と 、父として、
そしてそれを通して当時の愛知大学についての情報や経験を沢山お持ちでありま
す。本年度、当記念センターが文部科 省により「オープン・リサーチ・センター として認定され、書院の総合研究や、にかかわる愛知大 史の研究 出来るようになり、殿同局子様にもご講演いただくチャンスが出来たものです。その講演は嗣切れのよい語り口と記憶力 素晴らしさに、感動的でありました。また終了後は、ご専門でトップレベルにある手相の分析を希望者に施され、好評でありました。講演内容のテ
lプ起こしの原稿は、わざわざ東京から本学までお越しいただき、関係の方々とチェックしていただき、万全
を期していただけました。その点で こ 講演録が愛知大学史における貴重な資料になったことを
ありがたく思っていま
す。内容につ ては、ぜひお読みいただき、ご感想がありましたら、当センターへお伝え下されば幸いです。次いで、筆者の文章ですが、ここ三年間、霞山会のサポートにより、愛知大学と上海交通大学との問で 史実としての東亜同文書院研究をすすめてきましたが、その途中経過と 一．
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六年十三月に上海交通大学で行なわれた最終報告会の様子につ
いて、紹介させていただきました。第二次上海事変 校舎を中国兵に焼か 書院が、隣接し疎開していた上海交通大学のキャンパスを借用し 東亜同文書院のキャンパスとして利用し ことがありまし 。それは色々手続き上の問題はありしたが、上海交通大学側にとっては不本意なことであ 、この件に関する
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海交通大学側の視点は厳しいものがありました。
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このたび、上海交通大学史を新たに編纂するにあたり、上海交通大学と密接な友好関係を築いてきた彼山会がべ
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スとなり、
中国側 占院研究もスタートすること なりました。中国側の資料や聞き取りも合め、従来のようなイデオロギー的見解でなく、史実を重視する研究会が実現出来たことは、画期的でした。個々の内容は、本文をお読みいただけたらと思います。なお、これに関係し、上海交通大学側の庭教授を中心とした研究グループが、
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院の中同側に伐る資料を刊行しています。従
来、知られていない情報も多く、日本文への翻訳も考えてい す。
これに関して、
四一期の高瀬氏がこの史料集の中から書院と交通大学との交流状況を浮かび上らせていただいたお手紙をい
ただいたので、そ も拘載させていただきました。
また、ポスト・ドクターで博士号も二
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六年三月に得た、武井義和氏が当センターの所蔵する史資料について、
その出臼
も合め一覧表化した成果を収録させていただきました。色々参考になるものと期待しています。
そして悦後に
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六年度の束回同文訂院記念基金会・記念岱と慢励伐の推前文も拘岐させていただきました。心よく拘峨
をお認めいただいた尚瀬恒一氏と小崎日日業氏にお礼巾し上げ す。次年度は「オープン・リサーチ センター・プロジェクト」が二年目を迎えます。より盛り沢山の事業もすすめる予定です。この記念報もより充実したく考えていますので、持係方には色々ご協力をお願いし く思っています。
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